
昨年、4月から特定行為研修『術中麻酔管理領域パッケージ』の受講を開始し、

10月から自施設での臨地実習を開始しました。1月末に特定行為8行為に対して各

5症例が終了し、3月に修了式を迎えます。今回の認定だよりでは、特定行為看護

師について紹介したいと思います。
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特定行為区分別科目名特定行為区分別科目名特定行為区分別科目名特定行為区分別科目名 特定行為名特定行為名特定行為名特定行為名

呼吸器（気道確保に係わるも

の）関連

①①①①経口気管経口気管経口気管経口気管チューブチューブチューブチューブ又又又又はははは

経鼻気管経鼻気管経鼻気管経鼻気管チューブのチューブのチューブのチューブの位置調整位置調整位置調整位置調整

呼吸器（人工呼吸療法に係わる

もの）関連

②②②②侵襲的陽圧換気侵襲的陽圧換気侵襲的陽圧換気侵襲的陽圧換気のののの設定変更設定変更設定変更設定変更

③③③③人工呼吸器人工呼吸器人工呼吸器人工呼吸器からのからのからのからの離脱離脱離脱離脱

動脈血ガス分析関連 ④④④④直接動脈穿刺法直接動脈穿刺法直接動脈穿刺法直接動脈穿刺法によるによるによるによる採血採血採血採血

⑤⑤⑤⑤橈骨動脈橈骨動脈橈骨動脈橈骨動脈ラインのラインのラインのラインの確保確保確保確保

栄養及び水分管理に係わる薬剤

投与関連

⑥⑥⑥⑥脱水症状脱水症状脱水症状脱水症状にににに対対対対するするするする輸液輸液輸液輸液によるによるによるによる補正補正補正補正

術後疼痛管理関連 ⑦⑦⑦⑦硬膜外硬膜外硬膜外硬膜外カテーテルによるカテーテルによるカテーテルによるカテーテルによる

鎮痛剤鎮痛剤鎮痛剤鎮痛剤のののの投与及投与及投与及投与及びびびび投与量投与量投与量投与量のののの調整調整調整調整

循環動態に係わる薬剤投与関連 ⑧⑧⑧⑧持続点滴中持続点滴中持続点滴中持続点滴中のののの糖質液又糖質液又糖質液又糖質液又はははは電解質輸液電解質輸液電解質輸液電解質輸液のののの調整調整調整調整

取得した

8行為は

これです！

取得までの流れ

共通項目共通項目共通項目共通項目 時間数時間数時間数時間数

臨床病態生理 30

臨床推論 45

フィジカルアセスメント 45

臨床薬理学 45

疾病・臨床病態概論 40

医療安全学/特定行為実践 45

合計 250

領域別領域別領域別領域別 時間数時間数時間数時間数

術中麻酔

管理領域

87

合計で337時間の講義を受けます。ですがそのほとんどが

ｅラーニングでの受講となり、受講と小テストを繰り返し

共通項目の筆記試験を合格すると領域別の受講を開始！

領域別のテストは筆記試験と実技試験があります。すべてを合格

すると、いよいよ臨地実習となります。臨地実習は指導医と連携

しながら実施します。実習は1行為に5症例必要となり、今回は8

行為だったので40例の実習を行いました。実習では、日々の記録

が40例分、詳細レポートが各行為1例あります。こうしてみると

大変だなと思うかもしれませんが、働きながらでも少し頑張れば

クリアできる内容になっています。

臨地実習臨地実習臨地実習臨地実習 症例数症例数症例数症例数

術中麻酔

管理領域

1行為

5症例

特定行為と聞くと、取得する行為に特化した知識や技術の習得のイメージが

大きいと思いますが、決してそればかりでなく、共通項目では、呼吸や循環、栄

養・代謝など様々な疾患、病態の基礎から応用編まで幅広く学ぶことができます。

また、ｅラーニング以外では、研修施設で座学で学ぶ期間が設けてあり、

ｅラーニングだけでは理解できない部分についてもしっかりと振り返る時間があ

り学びを深めることができます。特定行為は、厚生労働省が推進する事業で今後

も活躍の場が広がっていくと思います。取得に興味がある方は、いつでも声をか

けてください！

Kagoshima Medical Association Hospital：手術看護認定看護師 前田 龍弥


